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総合建設業（一般土木工事業） 

 
事例２ 

 
 

情報の共有化と“魅せる”現場の 

意識がルールを守る人材をつくる 
 
 

経営トップ自らによる徹底した情報発信と、本音の安全管理活動によって、全員が決められた

ことを守る職場を醸成。“魅せる”現場を意識した独自の取組みが、整頓された働きやすい建

設作業所につながっている。 

 

寿建設株式会社・福島県 
 

 
 

基本方針――ブランド戦略として安全レベルを向上 
 

 寿建設株式会社は長年、トンネル・シールド工事施工で専門技術を生かしてきたが、近

年は一般工事やトンネル補修工事にも進出している。 

 同社では、企業として地域や顧客から選ばれるよう、「寿ブランド」の確立を進めてい

るが、安全もブランドの１つと考えており、安全水準のレベルアップを図っている。 

 “積極的”というキーワードを掲げた2012年度の安全衛生環境管理計画では、震災復興

による工事量の増加に伴い、未熟練作業員が増えたり、忙しさで安全管理が軽視されがち

になることを懸念し、以下の基本方針を掲げた。 

○積極的な予防の安全管理の取組みとして、施工検討会・作業手順周知会・危険予知活動

のリスクアセスメント時の活発な意見交換を行う 

○積極的な教育・指導の強化として、作業員・協力会社の送り出し教育資料作成配布と安

全教育を実施し、未熟練作業員を含め全従業員の安全レベル向上を図る 

○積極的な健康改善の取組みとして、保健組合保健師によるメタボ健康指導の実施、健康

メルマガの発信と活用を行う 
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管理体制――経営者自らが全社員に週１回メール 
 

 統括安全衛生管理者は副社長で、毎月の安全衛生環境委員会には、各部長のほか、当日

本社にいる社員が参加する。全社員と協力会社が出席する安全大会を、年３回実施。部長

職以上の幹部が毎月交代で全作業所をパトロールし、社長も年に３回、夜勤工事を含むす

べての作業所をパトロールする。１作業所に３時間かけ、すべての従業員にひと声かける

ように心がけ、必ず全員を集めた安全集会も開催する。 

 これ以外にも、社長自らが、毎週月曜日、全社員にメール「積極的通信」を配信。建設

業では社員の勤務場所が本社から離れているため、情報をつかみにくい面がある。作業所

にいるだけでは分かりにくい災害状況や建設業全体の情報と、それに基づいて自社で取り

組むべき事項などを、メール配信により共有化している（図表１）。幹部パトロールの点

検結果とその是正報告、社内外の災害事例とその再発防止策なども写真やイラストを使っ

て見やすくしたうえで、配布している。 

 メール活用では他にも、安全衛生委員会が月１～２回、健康や生活習慣に関するメルマ

ガを配信する。 

安全掲示板には「動」「重」「高」「変」の４項目

の危険要因に関する注意喚起活動の掲示物

を、各作業所独自に作成。イラストは自社キ

ャラクターの「こまめ君」 

作業所の安全掲示板 会社独自基準の「歯止め・タイヤ切り」の完

全実施 

作業所ごとの社会福祉活動 

入口カウンターに、古切手、ペットボトルキャ

ップの回収箱を設置 
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教育・講習――ミスをする前提で注意作業を絞込み 
 

 安全管理では、「動くもの」「重いもの」「高い場所」「変化する時」の４項目で危険

有害要因を洗い出し、対策を立てる注意喚起活動を実施している。自社で起こった災害を

分析した結果、大きな災害に共通するのが前記の４項目だった。１日中集中して作業する

ことは困難なことであり、少なくとも「動くもの」の近くで作業するとき、「高い場所」

で作業するとき、「重いもの」を取扱うとき、何らかの理由で「変化する事象が発生した

時」には、ひと呼吸置くとともに、「危険な作業をしようとしているんだ」という警戒心

を持ち、小さなことでも必ず対策をしようという取組みである。 

 作業員・協力会社の送り出し教育では、人間はミスや不安全行動をするものという前提

に立ち、「自分のからだは自分で守る 仲間のからだはみんなで守る」、「災害が起きて

から是正するのでは遅い」といった点を強調（図表２）。前記４項目関連作業時のリスク

軽減対策、安全施工サイクル（図表３）を指導している。安全施工サイクルでは、「ＫＮ

ミーティング」と称する、作業終了後の話合いを設けているのが特徴だ。当日の反省やヒ

ヤリ報告、申送りをする時間だが、職長と作業員が気軽に話し合える機会をつくるという

目的もある。 

 
 

ＣＳＲ――地域との良好な関係が安全につながる 
 

 組織名や年間計画にあるとおり、同社では環境活動にも力を入れている。現在施工中の

元請トンネル工事では、“魅せる”現場の実例として、作業所内の徹底した整理整頓、美

化運動のほか、工事予告看板を一般市民に見やすく工夫し、毎日表示面をきれいに清掃し

た。これが通行車両や地域住民から喜ばれ、学校等から毎月必ず、何件かの工事現場見学

の申込みがあるほどである。地元と良好な関係の作業所は、従業員が働きやすく、安全に

もつながるという。このほか、すべての作業所単位で周辺のゴミ拾いや地域活動への参加

などを実施する「１現場１奉仕」という取組みも行われている。 

 作業所ごとに古切手、ペットボトルキャップの回収などの社会福祉活動にも実施してい

る。環境活動への反応があったり、目に見えるかたちの社会福祉活動を行っているためか、

従業員一人ひとりが前向きで、とても明るい。情報共有化が徹底され、作業所に一体感が

あり、車輌等の逸脱防止策「歯止め・タイヤ切り」の実施といった同社独自の安全基準が、

完全実施されている。 
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図表1 経営トップによるメール「積極的通信」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２ 作業員・協力会社の送り出し教育資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３ 安全施工サイクル 

 

－現場－奉仕活動実施状況 

（東北新幹線近くの清掃活動） 


